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帝
国
日
本
へ
の
黙
示
録
―
―
宮
崎
夢
柳
『
芒
の
一
と
叢
』
論

む
ら

前

田

角

藏

【
序
】
『
芒
の
一
と
叢
』
の
読
み
直
し
へ

む
ら

宮
崎
夢
柳
の
『
芒
の
一
と
叢
』
（

明
２
１
・
５

大
阪
：
駸
々
堂
）
は
、
明
治
二
十
年
代
の
段
階
で
、

日
本
と
い
う
狭
い
国
家
の
枠
を
超
え
て
、
海
外
で
、
〈
自
由
・
平
等
〉
の
世
界
を
つ
く
ろ
う
と
活
躍
す
る

国
際
的
な
革
命
家
三
浦
卓
と
文
子
、
そ
し
て
そ
の
父
母
の
意
思
を
継
承
す
る
息
子
三
浦
秀
の
物
語
で
あ
る
。

こ
の
〈
自
由
・
平
等
〉
実
現
の
た
め
に
二
代
に
わ
た
っ
て
「
世
界
」
に
貢
献
す
る
と
い
う
革
命
家
家
族
の

物
語
は
、
こ
れ
ま
で
荒
唐
無
稽
な
物
語
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

一
般
的
に
、
政
治
小
説
は
、
坪
内
逍
遥
の
「
小
説
神
髄
」
論
に
よ
っ
て
近
代
小
説
以
前
と
さ
れ
る
こ
と

で
、
そ
の
文
学
が
背
負
っ
て
い
た
自
由
民
権
の
記
憶
さ
え
消
去
さ
れ
、
せ
い
ぜ
い
政
治
小
説
の
人
情
小
説

化
、
あ
る
い
は
〈
帝
国
憲
法
〉
後
の
体
制
内
化
し
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
記
憶
に
と
ど
め
て
い
る
と
い
っ
た

案
配
で
あ
る
。
こ
う
い
う
流
れ
の
中
で
は
、
自
由
民
権
を
中
江
兆
民
と
と
も
に
最
後
ま
で
ラ
ジ
カ
ル
に
闘

っ
た
生
き
方
、
し
か
も
、
〈
帝
国
憲
法
〉
の
枠
を
超
え
、
海
外
で
〈
自
由
・
平
等
〉
の
理
念
の
た
め
に
生

き
た
人
間
を
語
っ
た
テ
ク
ス
ト
（
『
芒
の
一
と
叢
』
）
な
ど
ま
と
も
に
議
論
さ
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。

せ
い
ぜ
い
途
方
も
な
い
夢
物
語
、
荒
唐
無
稽
な
お
話
と
し
て
処
理
さ
れ
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
『
想
像
の
共
同
体
ー
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
と

流
行
』
（
白
石
隆
・
白
石
さ
や
訳
、
昭
６
２

リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
）
か
ら
、
西
川
長
夫
・
松
宮
秀
治
編
の
『
幕
末
・

明
治
期
の
国
民
国
家
形
成
と
文
化
変
容
』
（

平
７
・
３

新
曜
社
）
が
出
版
さ
れ
る
十
年
に
満
た
な
い
時

間
の
中
で
、
日
本
の
歴
史
学
の
風
景
は
大
き
く
変
貌
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
そ
れ
ま
で
は
、
〈
自
由
民
権

運
動
の
挫
折
と
大
日
本
帝
国
憲
法
〉
と
い
う
二
項
対
立
的
な
思
考
の
枠
組
み
が
い
わ
ば
自
明
の
よ
う
に
流

通
し
て
い
た
が
、
今
で
は
、
政
府
と
民
権
、
弾
圧
と
挫
折
と
い
う
二
項
対
立
的
な
認
識
で
は
な
く
、
自
由

民
権
運
動
そ
の
も
の
が
国
民
国
家
を
強
く
望
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
自
由
民
権
運
動
が
国
民
国

家
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
実
際
、
岩
波
書
店
刊
「
シ
リ
ー

ズ

日
本
近
現
代
史
２

民
権
と
憲
法
」
（
牧
原
憲
夫

平
１
８
・
１
２

岩
波
新
書
）
の
中
で
は
明
治
近
代

国
家
の
確
立
期
を
政
府
・
民
権
派
・
民
衆
の
三
極
対
立
と
い
う
新
し
い
視
点
か
ら
捉
え
直
し
て
お
り
、
新

し
い
角
度
か
ら
明
治
（
歴
史
）
の
全
体
像
が
眺
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
自
由
党
左
派
に
よ
る
単
な

る
激
化
事
件
と
し
て
二
項
の
中
で
処
理
さ
れ
て
き
た
「
民
衆
」
の
動
き
に
も
新
し
い
角
度
か
ら
の
見
直
し

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

藩
閥
政
府
と
民
権
派
は
、
最
終
的
に
大
日
本
帝
国
憲
法
を
も
つ
国
民
国
家
へ
と
融
合
さ
れ
、
そ
こ
に
一

国
主
義
的
な
上
昇
＝
幸
福
、
価
値
、
生
き
甲
斐
と
い
っ
た
立
身
出
世
の
価
値
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出
し
、
い

わ
ゆ
る
日
本
近
代
文
学
（
近
代
的
自
我
、
実
と
虚
、
立
身
出
世
と
愛
、
文
学
と
政
治
、
実
生
活
と
芸
術
な

ど
が
主
要
テ
ー
マ
）
の
花
を
咲
か
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
国
家
の
枠
に
包
摂
さ
れ
な
い
、
む
し

ろ
そ
こ
か
ら
あ
ふ
れ
出
し
て
い
く
「
民
衆
」
の
問
題
は
、
こ
の
国
で
は
狂
気
か
阿
呆
扱
い
さ
れ
る
か
、
排

除
さ
れ
る
な
ど
し
て
歴
史
の
記
憶
か
ら
も
消
さ
れ
て
き
た
。
国
家
の
枠
を
超
え
た
様
々
な
「
民
衆
」
の
動
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き
、
胎
動
は
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
こ
の
国
で
は
異
質
な
他
者
と
し
て
排
除
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

部
落
差
別
を
扱
っ
た
藤
村
の
『
破
戒
』
は
、
ま
さ
に
政
府
と
民
権
派
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
一
国
主
義
的

な
上
昇
＝
幸
福
、
価
値
、
生
き
甲
斐
と
い
っ
た
立
身
出
世
の
価
値
シ
ス
テ
ム
の
中
に
生
存
す
る
こ
と
を
許

さ
れ
な
い
「
民
衆
」
そ
の
も
の
の
問
題
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
国
家
の
枠
を
超
え
出
よ
う
と
す
る
様
々
な
人
間
の
行
動
な
り
物
語
へ
の
関
心
あ
る
い
は
新

し
い
意
味
づ
け
の
気
運
は
、
何
も
日
本
歴
史
学
の
大
き
な
変
貌
だ
け
が
そ
の
大
き
な
理
由
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
周
知
の
如
く
、
９
・
１
１
以
後
の
世
界
の
政
治
的
環
境
の
大
き
な
変
貌
も
指
摘
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
９
・
１
１
以
後
、
国
境
の
壁
が
溶
解
し
つ
つ
、
抑
圧
か
自
由
か
の
世
界
構
図
が
あ
ら
わ

に
見
え
始
め
て
き
た
結
果
、
日
本
と
い
う
国
家
を
超
え
て
「
世
界
」
の
た
め
に
、
さ
ら
に
、
〈
自
由
・
平

等
〉
の
理
念
の
も
と
に
生
き
よ
う
と
し
た
男
女
あ
る
い
は
そ
の
子
ど
も
の
生
き
方
を
示
し
た
『
芒
の
一
と

叢
』
の
世
界
を
簡
単
に
荒
唐
無
稽
だ
と
い
っ
て
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
３
・
１
１
以
後
の
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
の
時
点
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
は
、
い
つ
い
か
な
る

時
か
は
予
想
が
つ
な
か
い
が
、
原
発
事
故
に
よ
っ
て
日
本
と
い
う
国
に
突
如
と
し
て
住
め
な
く
な
る
、
つ

ま
り
住
む
国
を
な
く
す
と
い
う
不
安
を
あ
る
種
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
想
像
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
も
は
や
、
国
家
の
容
認
す
る
一
国
主
義
的
な
上
昇
＝
幸
福
、
価
値
、
生
き
甲
斐
と
い
っ
た
立
身
出
世
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の
価
値
シ
ス
テ
ム
の
中
に
生
き
て
い
れ
ば
ど
う
に
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う
生
き
方
自
体
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幻
想
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で
さ
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時
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代
の
中
に
い
る
。
国
家
の
枠
か
ら
自
立
し
た
価
値
観
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
っ
て
生
き
始
め
る
こ
と

．の
大
切
さ
と
リ
ア
リ
テ
ィ
を
少
し
ず
つ
感
じ
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
昇
、
出
世
で
は
な
く
、
そ
れ
を

超
え
た
〈
自
由
・
平
等
〉
の
理
念
の
中
に
生
き
よ
う
と
し
た
明
治
の
日
本
人
の
物
語
（
『
芒
の
一
と

叢
』
）
が
消
さ
れ
た
記
憶
の
中
か
ら
、
歴
史
の
暗
闇
か
ら
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
ま
た
、
こ
れ
ま
で
自
明
と
さ
れ
て
き
た
文
学
史
に
も
あ
る
種
の
変
更
を
迫
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
宮
崎
夢
柳
の
『
芒
の
一
と
叢
』
の
も
っ
て
い
る
今
日
的
な

可
能
性
を
新
し
く
考
え
て
み
た
い
。

【
一
】
『
芒
の
一
と
叢
』
の
こ
れ
ま
で
の
評
価
と
問
題
点

宮
崎
夢
柳
は
、
一
八
五
五
年
、
高
知
で
生
ま
れ
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
、
大
阪
で
死
亡
し
て

い
る
。
三
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
彼
の
文
学
活
動
は
概
ね
、
三
期
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
期

は
、
一
八
八
一
年
（
明
治
十
四
年
）
か
ら
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
年
）
ま
で
で
、
い
わ
ゆ
る
夢
柳
の

〈
高
知
時
代
〉
で
あ
る
。
夢
柳
は
こ
の
時
期
、
「
春
色
雙
木
の
花
」
「
野
路
の
梅
が
香
」
「
近
水
の
楼
台

ふ

た

ぎ

か

み

ぎ

は

う

て

な

月
の
面
影
」
「
薄
化
粧
鏡
の
花
」
な
ど
の
戯
作
的
な
作
品
を
多
く
書
き
上
げ
て
い
る
。
注
目
し
て
お
き
た

の
は
、
幕
末
明
治
初
期
に
生
き
た
女
性
の
悲
劇
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
二

期
は
、
少
し
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
年
）
か
ら
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八

年
）
年
ま
で
で
、
い
わ
ゆ
る
夢
柳
の
〈
東
京
時
代
〉
で
あ
る
。
自
由
党
を
代
表
す
る
政
治
小
説
家
、
夢
柳
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の
絶
頂
期
で
あ
る
。
各
種
の
翻
案
小
説
を
書
き
、
『
虚
無
党
実
伝
記

鬼
啾
啾
』
（
明
１
７
・
１
２
・
１
０

～
１
８
・
４
・
３

『
自
由
燈
』
全
７
３
回
、
伏
せ
字
を
起
こ
し
て
明
１
８
．
１
０
刊
行

）
も
こ
の
時
期
書
か
れ
た
。

三
期
は
、
一
八
八
六
年
（
明
治
十
九
年
）
か
ら
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
ま
で
で
、
い
わ
ゆ
る
夢
柳
の

〈
高
知
・
大
阪
時
代
〉
で
、
夢
柳
が
最
も
孤
立
感
を
深
め
た
時
期
で
あ
る
。

本
稿
で
扱
う
『
芒
の
一
と

叢
』
（
『
東
雲
新
聞
』
明
２
１
・
１
・
１
５
～
２
１
・
３
・
９

後
、
明
２
１
・
５

大
阪
：
駸
々
堂
）
は
こ
の
時
期

に
書
か
れ
て
い
る
。
注
１

『
芒
の
一
と
叢
』
は
、
発
表
紙
『
東
雲
新
聞
』
の
社
告
で
「
一
篇
の
悲
壮
活
発
な
る
稗
史
小
説
」
と
し

て
い
る
よ
う
に
〈
悲
壮
活
発
〉
な
「
稗
史
小
説
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。
政
治
小
説
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
柳
田
泉
氏
は
、
「
宮
崎
夢
柳
と
そ
の
政
治
小
説
」
（
『
政
治
小
説
研
究
上
』
春
秋
社
、
昭
４
２
．

８

所
収
）
の
中
で
、
『
芒
の
一
と
叢
』
が
「
『
鬼
啾
啾
』
の
影
響
を
甚
し
く
う
け
て
い
る
」
と
し
、

『
鬼
啾
啾
』
の
「
焼
き
直
し
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
「
人
物
に
も
場
面
に
も
叙
述
に
も
、

『
鬼
啾
啾
』
そ
の
ま
ま
の
と
こ
ろ
が
多
い
。
甚
だ
し
き
は
『
鬼
啾
啾
』
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い

る
。
例
え
ば
ソ
ヒ
ヤ
の
生
立
、
虚
無
党
の
成
生
、
牢
獄
中
の
悲
惨
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
文
子
は
、
『
鬼

啾
啾
』
中
の
ソ
ヒ
ヤ
、
卓
は
、
同
じ
く
ブ
ラ
ン
ト
ネ
ル
に
擬
し
た
も
の
、
卓
の
裁
判
の
場
は
、
ヴ
ェ
ラ
裁

判
の
場
を
反
対
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
高
官
暗
殺
、
文
子
傷
死
の
と
こ
ろ
も
、
皆
『
鬼
啾
啾
』
が
手
本

に
な
っ
て
い
る
。
『
鬼
啾
啾
』
が
発
行
禁
止
に
な
っ
た
の
で
、
『
芒
の
一
と
叢
』
に
書
き
代
え
た
も
の
と

い
っ
て
も
よ
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
氏
は
、
『
芒
の
一
と
叢
』
（
全
３
７
回
）
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
ほ

と
ん
ど
認
め
て
い
な
い
。
た
だ
唐
突
に
、
「
日
本
で
書
か
れ
た
革
命
文
学
、
社
会
思
想
文
学
の
先
駆
的
存

在
の
一
つ
と
し
て
、
今
後
は
、
歴
史
的
に
相
当
注
目
さ
れ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
指
摘
す
る

か
、
「
何
か
当
時
の
女
権
運
動
を
諷
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
か
と
思
わ
れ
る
」
（
「
解
題
」
『
明
治
文

学
全
集
５

明
治
政
治
小
説
集
（
一
）
』
昭
４
１
．
１
０

筑
摩
書
房
）
と
い
っ
た
感
想
を
述
べ
て
い
る
程

度
で
、
余
り
積
極
的
に
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
夢
柳
あ
る
い
は
夢
柳
テ
ク
ス
ト
へ
の

低
調
な
評
価
を
一
変
さ
せ
た
の
は
、
越
智
治
雄
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
「
明
治
政
治
小
説
集
解
説
「
地
底
の

夢
柳
ー
虚
無
党
の
イ
メ
ー
ジ
ー
」
」
（
日
本
近
代
文
学
大
系
２
巻
、
昭
４
９
．
３

角
川
書
店
）
の
中
で
、
「
鬼
啾

啾
」
に
お
い
て
「
政
治
行
動
を
奪
わ
れ
た
夢
柳
は
想
像
力
の
世
界
で
行
為
を
奪
い
返
し
て
い
る
」
と
し
、

『
芒
の
一
と
叢
』
で
は
、
夢
柳
は
、
「
こ
こ
で
存
在
の
許
さ
れ
な
い
日
本
の
虚
無
党
を
描
き
出
そ
う
と
し

て
い
る
」
点
、
「
夢
柳
の
壮
大
な
夢
」
が
碑
の
文
言
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
点
を
評
価
し
、
さ
ら
に
、
文

子
の
卓
へ
の
愛
に
「
か
な
り
の
力
点
が
打
た
れ
て
い
る
」
と
こ
ろ
が
こ
れ
ま
で
の
作
品
と
異
な
っ
て
い
る

と
付
け
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
飛
鳥
井
雅
道
氏
は
、
「
宮
崎
夢
柳
の
幻
想
」
（
『
国
民
文
化
の
形
成
』

昭

５
５
・
６

筑
摩
書
房

所
収
）
注
２

の
中
で
、
「
『
鬼
啾
啾
』
で
夢
柳
が
創
作
と
し
て
描
い
た
ソ
フ
ィ
ア

と
ブ
ラ
ン
ト
ネ
ル
の
愛
は
、
夢
柳
の
夢
を
託
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
愛
を
よ
り
直
接
的
に
日
本

の
状
況
で
描
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
『
芒
の
一
と
叢
』
は
、
夢
柳
の
政
治
的
な
夢
と
理
念
の

合
一
に
よ
る
「
幻
想
小
説
」
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
『
天
皇
と
近
代
日
本
精
神
史
』
昭
６
４
．
７

三
一
書

房
）
所
収
「
大
阪
の
宮
崎
夢
柳
」
（
『
彷
書
月
刊
』

昭
６
２
・
１
１
）
で
は
、
「
『
芒
の
一
と
叢
』
は

「
実
」
を
「
露
国
虚
無
党
」
に
と
り
つ
つ
も
、
「
虚
」
は
日
本
政
府
と
重
ね
あ
わ
さ
れ
た
「
中
將
た
り
警
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視
長
官
た
る
ハ
ク
ブ
ノ
ッ
プ
」
（
伊
藤
博
文
）
暗
殺
の
幻
影
を
お
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、

「
「
実
」
を
仮
り
て
、
「
虚
」
を
追
究
し
き
ろ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
」
（
同
）
と
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
越
智
氏
や
飛
鳥
井
氏
の
評
価
を
受
け
止
め
て
、
前
田
角
蔵
も
「
宮
崎
夢
柳
論
ー
ー
「
鬼
啾
啾
」
を
中
心

と
し
て
ー
ー
」
（
『
近
代
文
学
研
究

創
刊
号
』
日
文
協
近
代
部
会

昭
５
９
・
１
０
）
注
３

の
中
で
、
「
『
芒

の
一
と
叢
』
を
た
だ
一
点
評
価
す
る
と
す
れ
ば
、
〈
怨
念
の
想
像
力
〉
に
よ
っ
て
、
虚
構
の
世
界
を
構
築

し
、
そ
の
こ
と
で
現
世
の
「
暗
黒
」
＝
〈
牢
獄
〉
状
況
に
拮
抗
し
よ
う
と
し
た
点
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

注
３そ

の
後
、
湯
薇
薇
氏
が
、
「
「
佳
人
」
か
ら
「
女
志
士
」
へ

～

宮
崎
夢
柳
の
『
鬼
啾
々
』
『
芒
の
一

と
叢
』
を
中
心
に

～

」
（
「
海
外
か
ら
見
た
日
本
文
学
研
究
ー
ー
内
と
外
を
の
り
こ
え
て
ー
ー
」
第
２
９
回
国
際

日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録

２
０
０
５

国
文
学
資
料
館
編

平
１
８
・
３
）
に
お
い
て
、
「
そ
の
ヒ
ロ
イ
ン
の

文
子
が
ソ
ヒ
ヤ
に
感
化
さ
れ
、
伝
統
的
な
「
佳
人
」
か
ら
近
代
思
想
に
目
覚
め
た
「
女
志
士
」
に
成
長
し

た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
文
子
の
登
場
は
夢
柳
が
描
い
て
き
た
女
性
像
の
一
つ
の
帰
着
｝
と
し
て

そ
の
女
性
像
の
造
形
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
。
文
子
の
女
性
像
を
め
ぐ
っ
て
は
、
西
田
谷
洋
氏
も
、

『
宮
崎
夢
柳
論
』
（

平
１
６
・
８

マ
ナ
ハ
ウ
ス
）
の
中
で
、
「
文
子
は
禁
欲
的
に
自
己
を
抑
制
で
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
明
治
近
代
司
法
制
度
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
国
民
国
家
形
成
期

に
お
け
る
女
性
の
排
除
・
抑
圧
に
つ
な
が
ろ
う
。
『
芒
の
一
と
叢
』
は
、
そ
う
し
た
女
性
排
除
を
支
え
る

体
制
に
異
議
を
唱
え
、
対
等
な
男
女
の
革
命
志
士
に
よ
っ
て
性
差
別
を
支
え
る
体
制
を
打
倒
す
る
物
語

だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
西
田
谷
洋
氏
の
最
近
の
政
治
研
究
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
氏
は
新
し
い

文
化
記
号
論
、
認
知
物
語
論
を
駆
使
し
て
政
治
小
説
に
果
敢
に
切
り
込
ん
で
お
り
、
『
政
治
小
説
の
形
成

始
ま
り
の
近
代
と
そ
の
表
現
思
想
』
（
平
２
２
・
１
１

世
織
書
房
）
所
収
の
「
政
治
小
説
の
中
の
読

書
」
の
中
で
も
、
『
芒
の
一
と
叢
』
に
お
け
る
「
文
子
の
〈
虚
無
党
事
情
の
冊
子
〉
の
読
書
行
為
」
の
意

味
を
分
析
し
て
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
的
な
構
造
、
す
な
わ
ち
「
読
む
こ
と
の
継
続
が
テ
ク
ス
ト
の
前

提
に
な
っ
て
い
る
」
点
を
解
き
明
か
し
て
い
る
。

以
上
、
簡
単
に
研
究
史
を
素
描
し
て
き
た
。
夢
柳
の
〈
夢
〉
・
〈
理
念
〉
・
〈
怨
念
〉
、
〈
伝
統
的
な

「
佳
人
」
か
ら
近
代
思
想
に
目
覚
め
た
「
女
志
士
」
〉
、
〈
幻
想
小
説
〉
、
〈
「
実
」
を
仮
り
て
、

「
虚
」
を
追
究
〉
〈
性
差
別
を
支
え
る
体
制
を
打
倒
す
る
物
語
〉
な
ど
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
を
指
摘
、
評
価

す
る
論
考
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
『
芒
の
一
と
叢
』
と
近
代
文
学
出
発
期
の
代
表
作
と
さ
れ

る
鴎
外
の
『
舞
姫
』
、
四
迷
の
『
浮
雲
』
な
ど
と
比
較
検
討
し
て
そ
の
文
学
史
的
な
意
味
に
ま
で
射
程
を

伸
ば
し
た
論
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
現
実
、
写
実
を
重
視
す
る
坪
内
逍
遥
の
「
小
説
神
髄
」
論
の
浸
透
に

よ
っ
て
架
空
性
、
空
想
性
が
嫌
悪
さ
れ
て
き
た
か
ら
、
真
正
面
か
ら
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
荒
唐
無
稽
性
を
プ

ラ
ス
の
視
点
か
ら
論
じ
る
研
究
者
は
少
な
く
、
知
る
限
り
、
飛
鳥
井
雅
道
氏
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
『
芒

の
一
と
叢
』
は
、
政
府
と
民
権
、
弾
圧
と
挫
折
と
い
う
二
項
対
立
的
な
認
識
や
思
考
に
よ
っ
て
消
去
さ
れ

て
き
た
だ
け
で
な
く
、
逍
遥
以
来
の
写
実
主
義
の
文
学
的
伝
統
に
よ
っ
て
想
起
す
る
こ
と
さ
え
嫌
悪
さ
れ

て
き
た
不
幸
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
。

．
．
．
．
．
．
．
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【
二
】
テ
ク
ス
ト
の
読
み
直
し
へ

『
芒
の
一
と
叢
』
は
、
３
７
回
か
ら
な
る
連
載
新
聞
小
説
で
あ
っ
た
。
ざ
っ
と
読
め
ば
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
〈
『
鬼
啾
啾
』
の
「
焼
き
直
し
〉
（
柳
田
説
）
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
激
化
事
件
が
多
発

す
る
明
治
十
七
年
の
春
頃
か
ら
語
り
始
め
ら
れ
る
こ
の
物
語
は
、
ま
ず
大
ま
か
に
紹
介
す
る
と
、
１
回
か

ら
６
回
ま
で
は
、
華
族
で
超
美
人
の
文
子
の
来
歴
で
あ
り
、
７
回
か
ら
９
回
ま
で
は
、
そ
の
文
子
が
〈
虚

無
党
事
情
の
冊
子
〉
（
西
田
谷
）
を
通
し
て
「
女
志
士
」
（
湯
薇
薇
）
へ
と
成
長
し
て
い
く
過
程
を
語
っ

て
い
る
。
１
０
回
か
ら
２
０
回
ま
で
は
、
文
子
と
青
年
壮
士
の
三
浦
卓
と
が
日
光
で
運
命
的
な
出
会
い
を

す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
し
だ
い
に
卓
の
演
説
し
て
い
る
テ
ク
ス
ト
が
自
分
も
読
ん
で
い
る
〈
虚
無
党
事
情
の

冊
子
〉
で
あ
る
こ
と
を
し
る
に
つ
け
、
親
近
感
を
覚
え
、
ほ
の
か
な
恋
愛
感
情
を
持
っ
て
い
く
場
面
で
、

２
１
回
か
ら
３
２
回
ま
で
は
、
卓
が
激
化
事
件
関
与
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
卓
の
牢
獄
、
裁
判
闘
争
が
中
心

で
、
文
子
は
そ
の
闘
い
を
と
も
に
闘
う
こ
と
で
愛
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
。
３
３
回
か
ら
３
５
回
は
、
卓

・
文
子
の
結
婚
か
ら
海
外
に
留
学
、
そ
し
て
し
だ
い
に
西
欧
の
革
命
活
動
に
関
与
し
つ
つ
、
ロ
シ
ア
で
の

高
官
暗
殺
に
い
た
る
箇
所
で
、
３
６
回
か
ら
３
７
回
は
、
高
官
暗
殺
後
、
傷
つ
い
た
母
文
子
は
死
亡
、
父

卓
も
逃
亡
中
に
捉
え
ら
れ
絞
首
刑
に
あ
い
、
残
さ
れ
た
息
子
秀
は
同
志
た
ち
に
育
て
ら
れ
、
「
万
里
異
域

の
鬼
」
（
３
６
回
）
と
な
っ
た
母
の
無
念
や
父
の
遺
業
を
継
ぎ
、
や
が
て
「
少
年
首
領
」
（
同
）
と
な
り
、

父
母
の
碑
を
建
て
、
「
永
く
自
由
の
紀
念
」
（
３
７
回
）
す
る
と
こ
ろ
で
、
物
語
は
閉
じ
ら
れ
る
。

こ
う
い
う
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
『
鬼
啾
啾
』
か
ら
の
直
接
引
用
あ
る
い
は
参
照
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
、
具
体
的
に
、
『
芒
の
一
と
叢
』
に
は
、
『
鬼
啾
啾
』
（
『
鬼
』
と
略
）
の
何
が
ど
の
よ
う
に
引
用
さ

れ
て
い
る
か
を
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。

１
回
目
の
、
文
子
が
〈
ソ
ヒ
ヤ
の
母
へ
の
手
紙
〉
を
読
む
場
面
は
、
『
鬼
』
の
１
２
回
か
ら
の
引
用
で
、

ソ
ヒ
ヤ
の
思
想
性
の
高
さ

母
妹
へ
の
愛
、
女
ら
し
さ
を
示
す
た
め
の
引
用
で
あ
る
。
７
回
の
ソ
ヒ
ヤ
の

人
物
像
の
紹
介
で
は
、
『
鬼
』
の
１
０
回
か
ら
の
引
用
で
、
戯
作
的
表
現
の
中
に
、
ソ
ヒ
ヤ
が
い
か
に
美

人
で
優
し
い
人
間
で
あ
っ
た
か
を
示
す
と
共
に
、
そ
ん
な
佳
人
が
ど
う
し
て
皇
帝
暗
殺
に
む
か
っ
た
の
か

い
う
文
子
の
疑
念
に
答
え
る
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
ソ
ヒ
ヤ
の
出
自
も
語
ら
れ
る

が
、
そ
れ
も
『
鬼
』
の
２
２
回
か
ら
の
引
用
で
、
そ
こ
で
は
、
ソ
ヒ
ヤ
は
「
高
貴
の
王
族
」
で
あ
る
と
さ

れ
な
が
ら
、
ど
う
し
て
暗
殺
に
む
か
っ
た
の
か
と
い
う
文
子
の
こ
の
段
階
で
の
ソ
ヒ
ヤ
観
が
示
さ
れ
る
。

文
子
は
、
ソ
ヒ
ヤ
を
「
不
忠
」
「
不
義
」
の
人
で
、
暗
殺
は
、
「
悪
む
に
余
る
挙
動
」
と
し
て
認
識
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
８
回
の
ソ
ヒ
ヤ
の
来
歴
を
語
る
と
こ
ろ
は
『
鬼
』
の
２
２
回
か
ら
の
引
用
で
、
ソ
ヒ

ヤ
の
父
が
「
圧
政
刻
薄
の
性
質
」
で
、
母
も
「
無
慈
悲
の
挙
動
」
で
あ
る
と
こ
ろ
が
引
用
さ
れ
る
一
方
で
、

ソ
ヒ
ヤ
は
弱
い
人
を
「
保
護
し
救
済
」
す
る
心
を
身
に
つ
け
た
女
性
で
、
女
性
差
別
も
目
撃
し
深
い
関
心

を
持
つ
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
も
語
ら
れ
る
。
概
ね
、
〈
虚
無
党
事
情
の
冊
子
〉
は
し
だ
い
に
文
子
が
ソ
ヒ

ヤ
に
心
酔
し
一
体
化
し
て
い
く
た
め
に
借
用
さ
れ
て
い
る
。
１
８
回
の
卓
の
演
説
練
習
文

は
、
『
鬼
』
の

１
０
回
か
ら
の
引
用

で
、
ロ
シ
ア
虚
無
党
の
こ
と
、
シ
ベ
リ
ヤ
流
刑
、
牢
獄
の
悲
惨
さ
を
示
す
た
め
に
引

用
さ
れ
て
い
る
。
１
９
回
の
卓
の
演
説
練
習
文
は
『
鬼
』
の
１
０
回
か
ら
の
引
用
で
、
ロ
シ
ア
虚
無
党
秘
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密
会
議
の
演
説
文
で
あ
る
。
２
４
回
の
牢
獄
に
つ
い
て
の
論
は
、
『
鬼
』
２
回
か
ら
の
参
照
で
、
弾
圧
の

象
徴
的
な
例
、
牢
獄
の
歴
史
、
苛
酷
さ
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
借
用
さ
れ
て
い
る
。
２
９
回
の
卓
の
脅
迫

（
抗
議
）
文
は
、
『
鬼
』
の
１
２
回
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
「
自
由
改
進
の
気
運
」
に
逆
行

武
断
専

制
政
治
の
改
革
の
必
要
性
が
少
し
変
更
す
る
こ
と
で
借
用
さ
れ
て
い
る
。
３
５
回
の
卓
と
文
子
の
暗
殺
行

為
は
、
『
鬼
』
２
回
か
ら
の
参
照
で
、
「
一
二
の
寵
臣
」
に
よ
る
圧
政
と
弾
圧
の
中
心
人
物
「
ハ
ク
ブ
ノ

ツ
ブ
」
＝
伊
藤
博
文
？
の
暗
殺
が
語
ら
れ
て
い
る
。

『
鬼
啾
啾
』
の
世
界
は
、
権
力
的
、
暴
力
的
な
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
っ
て
惨
殺
さ
れ
て
「
鬼
」
と
な
り
「
啾

啾
」
と
「
哭
」
く
ロ
シ
ア
虚
無
党
員
の
物
語
の
世
界
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
芒
の
一
と
叢
』
の
世
界
は
、

ま
ず
は
、
日
本
の
専
制
政
府
の
「
抑
圧
の
制
度
」
（
３
０
回
）
、
具
体
的
に
は
不
当
な
激
化
事
件
嫌
疑
に

対
し
て
卓
と
文
子
が
愛
と
い
う
感
情
で
結
ば
れ
つ
つ
闘
う
と
い
う
物
語
で
あ
り
、
文
子
も
卓
も
〈
虚
無
党

事
情
の
冊
子
〉
を
読
む
こ
と
で
自
己
の
認
識
を
深
め
て
て
い
く
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
『
鬼
啾
啾
』

の
ロ
シ
ア
虚
無
党
の
情
報
は
、
文
子
あ
る
い
は
卓
の
政
治
行
動
と
そ
の
認
識
を
紡
ぎ
出
す
〃
書
物
〃
と
し

て
機
能
し
、
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
引
用
例
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
鬼
啾
啾
』

の
ロ
シ
ア
虚
無
党
の
情
報
は
物
語
の
都
合
上
か
ら
『
鬼
啾
啾
』
の
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
ア
ッ
ト
ラ
ン
ダ
ム

に
『
芒
の
一
と
叢
』
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。

『
芒
の
一
と
叢
』
発
表
段
階
で
の
夢
柳
は
、
〈
自
由
民
権
〉
の
理
念
の
現
実
化
と
は
ほ
ど
遠
い
地
平
で

生
き
て
い
た
。
明
治
二
十
年
一
二
月
二
六
日
（
月
）
、
保
安
条
例
で
東
京
を
追
放
さ
れ
た
自
由
党
左
派
の

グ
ル
ー
プ
は
大
阪
で
密
か
な
夢
の
続
き
を
見
る
ほ
か
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
自
由
民
権
の
運
動

は
敗
北
し
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
大
日
本
帝
国
憲
法
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
専
制
政
府
の
も
と
夢
柳
な
ど

の
活
動
家
は
身
体
そ
の
も
の
が
政
治
の
領
域
か
ら
排
除
と
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
夢
柳
は
、
中
江
兆
民
の

『
東
雲
新
聞
』
に
参
加
し
つ
つ
孤
独
な
闘
い
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
夢
柳
は
体
制
側
に
転
向
す
る
の
で
も
、

ま
た
妥
協
の
路
に
つ
く
の
で
も
な
く
、
〈
怨
念
の
想
像
力
〉
で
た
だ
一
人
、
状
況
に
拮
抗
し
て
も
が
く
ほ

か
な
か
っ
た
。
日
本
の
専
制
政
府
の
「
抑
圧
の
制
度
」
と
闘
う
〈
場
所
〉
を
奪
わ
れ
て
、
浮
遊
す
る
ほ
か

な
い
精
神
が
転
向
す
る
の
で
も
な
く
、
ま
た
、
「
国
家
の
枠
を
超
え
て
〈
外
〉
＝
海
外
へ
向
か
」
と
い
う

時
、
大
井
憲
太
郎
の
よ
う
に
作
戦
的
に
朝
鮮
で
政
権
を
つ
く
り
、
そ
の
力
で
本
国
の
政
権
に
圧
力
を
か
け

る
と
い
う
レ
ベ
ル
で
も
な
け
れ
ば
、
本
国
で
立
身
の
道
が
た
た
れ
た
の
で
大
陸
で
一
旗
あ
げ
る
と
い
っ
た

大
陸
浪
人
の
類
で
も
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の
生
き
方
と
し
て
選
択
し
た
の
は
、
、
国
家
の
枠
を
超
え
て
「
世

界
」
に
溢
れ
、
「
人
民
の
自
由
権
利
を
蹂
躙
す
る
政
事
家
あ
ら
ば
片
つ
端
よ
り
除
き
去
ら
ん
」
（
３
４

回
）
と
す
る
〈
自
由
・
平
等
〉
の
戦
士
（
志
士
）
と
し
て
想
像
力
の
世
界
で
生
き
き
る
道
で
あ
っ
た
。

『
芒
の
一
と
叢
』
（
明
２
１
年
）
の
結
末
部
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

「
頻
り
に
演
説
を
試
み
た
る
に
ぞ
心
な
き
翁
温
ま
で
自
つ
か
ら
感
憤
し
日
に
日
に
同
党
に
加
盟
す

る
も
の
多
き
を
加
へ
秀
は
程
な
く
同
党
の
一
首
領
と
な
り
し
よ
り
亡
き
父
母
の
為
め
土
地
を
相
て

一
大
碑
石
を
建
設
し
永
く
自
由
の
紀
念
と
せ
し
よ
し
嗚
呼
そ
の
人
は
亡
ぶ
る
も
自
由
は
之
と
共
に

朽
ち
ず
、
残
る
芒
の
一
と
叢
に
も
千
万
無
量
の
妙
趣
あ
り
、
月
白
く
風
清
き
は
古
今
の
志
士
の
歴
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史
な
る
べ
し
」

こ
の
結
末
部
に
は
、

〈
自
由
・
平
等
〉
の
理
念
の
た
め
に
生
き
そ
し
て
死
ん
で
い
っ
た
父
母
を
「
自

由
の
紀
念
」
と
す
る
息
子
秀
の
誇
り
が
溢
れ
、
し
か
も
「
芒
の
一
と
叢
」
と
な
っ
て
も
「
古
今
の
志
士
の

歴
史
」
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
思
い
は
語
り
手
だ
け
で
な
く
夢
柳
の

も
の
で
も
あ
っ
た
。
夢
柳
の
〈
怨
念
の
想
像
力
〉
は
、
世
界
中
の
ど
こ
に
も
ま
だ
非
在
で
は
あ
る
が
、

〈
自
由
平
等
の
世
界
〉
を
志
向
す
る
孤
独
な
テ
ロ
リ
ス
ト
た
る
「
志
士
」
の
物
語
を
先
行
的
に
テ
ク
ス
ト

の
中
に
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

【
三
】

文
子
と
卓
は
ど
う
語
ら
れ
て
い
る
か
ー
ー
「
志
士
」
の
物
語
の
行
方

宮
崎
夢
柳
の
『
芒
の
一
と
叢
』
は
、
激
化
事
件
の
頻
発
す
る
明
治
十
七
年
の
春
の
頃
、
武
田
耕
雲
斎
の

む
ら

血
を
引
く
一
少
女
＝
文
子
が
、
な
ぜ
か
ロ
シ
ア
虚
無
党
の
テ
ク
ス
ト
を
読
み
、
特
に
そ
の
中
心
で
も
あ
っ

た
女
性
闘
士
ソ
ヒ
ヤ
に
心
ひ
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。

文
子
は
、
隅
田
川
の
成
平
橋
近
く
の
「
小
梅
村
」
に
あ
る
邸
宅
に
住
み
、
ロ
シ
ア
虚
無
党
の
女
性
闘
士

ソ
ヒ
ア
の
手
紙
文
を
読
む
１
７
、
８
歳
の
「
一
人
の
貴
嬢
」
（
１
回
）
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
こ
で
は
、

文
子
を
う
ら
若
き
「
色
白
く
眉
秀
で
眼
涼
し
く
唇
紅
し
実
に
や
巫
山
の
神
女
が
雲
な
り
し
夢
の
面
影
を
留

め
小
野
の
小
町
が
花
に
較
べ
し
歌
の
風
情
を
帯
ぶ
一
と
た
び
そ
れ
を
見
た
ら
ん
に
は
釈
迦
も
煩
悩
の
奴
隷

と
な
り
耶
蘇
も
愛
慕
の
犠
牲
と
な
ら
ん
絶
世
の
佳
人
」
（
１
回
）
と
し
て
語
ろ
う
と
す
る
語
り
手
の
意
思

は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
語
り
手
は
、
こ
こ
か
ら
一
転
、
こ
の
「
貴
嬢
」
の
父
と
思
わ
れ
る
筋
金
入
り
の
勤
王
派
児
島

豊
前
の
出
自
を
２
か
ら
６
回
の
中
で
語
り
始
め
る
。
な
ん
と
豊
前
は
南
北
時
代
の
南
朝
派
を
祖
先
に
持
つ
。

語
り
手
は
、
こ
の
豊
前
が
水
戸
藩
の
お
家
騒
動
、
特
に
正
義
党
の
尊
皇
攘
夷
派
の
悲
運
の
中
で
、
武
田
耕

雲
斎
ら
の
亡
骸
を
葬
り
、
そ
の
「
非
業
な
る
最
後
」
に
慟
哭
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
後
、

長
州
等
で
働
き
、
明
治
に
「
華
族
」
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
豊
前
に
は
妻
が
い
な
か
っ
た
の
で
武

田
耕
雲
斎
の
血
を
ひ
く
一
少
女
を
「
養
女
」
と
し
た
こ
と
な
ど
を
語
る
。
こ
こ
で
、
語
り
手
に
は
「
貴

嬢
」
を
単
な
る
「
佳
人
」
と
し
て
で
は
な
く
、
遠
く
「
正
義
」
に
生
き
る
血
を
引
く
女
と
し
て
語
ろ
う
と

す
る
意
思
が
見
え
て
く
る
。
し
か
も
語
り
手
は
、
『
芒
の
一
と
叢
』
と
『
鬼
啾
啾
』
と
の
直
接
引
用
あ
る

い
は
参
照
の
項
で
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
し
て
あ
る
よ
う
に
、
ソ
ヒ
ヤ
に
単
純
に
同
化
し
て
い
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
語
り
手
に
よ
れ
ば
、
文
子
は
、
「
皇
帝
暗
殺
」
に
向
か
っ
た
ソ
ヒ
ヤ
を
「
不
忠
」
「
不
義
」
（
９

回
）
の
人
と
い
い
、
「
悪
む
に
余
る
挙
動
」
（
７
回
）
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
文
子
が
ソ
ヒ
ヤ

に
ひ
か
れ
て
い
く
の
は
、
『
芒
の
一
と
叢
』
八
回
（
章
）
の
中
で
ソ
ヒ
ヤ
の
父
＝
「
圧
政
刻
薄
の
性
質
」
、

母
＝
「
無
慈
悲
の
挙
動
」
の
人
で
あ
り
、
ソ
ヒ
ヤ
は
そ
こ
か
ら
弱
い
人
を
「
保
護
し
救
済
」
す
る
心
を
身

に
つ
け
、
し
か
も
女
性
差
別
も
目
撃
、
体
験
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
虚
無
党
に
入
っ
て
い
っ
た
と
い
う

事
情
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
文
子
は
、
ソ
ヒ
ヤ
が
「
自
ら
深
く
信
ず
る
」
（
９
回
）
女
、
信
念
の
人
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で
あ
る
と
の
確
信
か
ら
、
し
だ
い
に
芒
の
中
の
「
髑
髏
」
（
同
）
と
な
っ
て
も
「
世
を
慨
き
国
を
憂
ふ
る

ど

く

ろ

人
々
の
心
」
（
同
）
こ
そ
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
し
、
自
分
も
男
を
助
け
る
役
割
の
「
貞
女
」
「
孝
女
」

（
同
）
ば
か
り
の
ソ
ヒ
ヤ
不
在
の
日
本
の
状
況
を
「
情
け
な
き
景
況
」
（
同
）
と
嘆
き
、
ソ
ヒ
ヤ
の
「
勇

気
」
（
同
）
を
自
分
の
も
の
と
し
て
「
国
の
為
め
世
の
為
め
」
（
同
）
と
い
う
「
志
ざ
し
に
斃
る
べ
し
」

（
同
）
と
決
意
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
文
子
は
、
〈
女
権
〉
の
人
と
し
て
「
佳
人
」
か
ら
自
立

し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
文
子
と
三
浦
卓
は
、
日
光
の
〈
避
暑
地
〉
で
運
命
的
な
出
会
い
を
す
る
。
雨
が
二
人
を
つ
な
ぐ
。

し
か
し
、
な
か
な
か
お
た
が
い
純
朴
な
た
め
愛
が
発
展
し
な
い
。
文
子
は
一
目
惚
れ
し
な
が
ら
も
、
大
胆

に
な
れ
ず
、
１
０
回
か
ら
１
６
回
ま
で
す
れ
違
い
の
ま
ま
で
あ
る
。
文
子
は
卓
に
犯
さ
れ
る
夢
さ
え
み
る
。

そ
れ
ほ
ど
、
文
子
は
「
一
旦
は
其
の
少
年
に
我
が
心
魂
を
悩
ま
さ
れ
夢
と
な
り
現
と
な
る
ま
で
恋
ひ
慕

ひ
」
（
２
０
回
）
し
て
い
た
が
、
「
厳
正
な
る
教
へ
に
育
ち
し
人
」
（
同
）
な
の
で
簡
単
に
進
捗
し
な
か
っ

た
。
二
人
が
急
接
近
す
る
の
は
、
華
厳
の
滝
で
卓
が
ロ
シ
ア
虚
無
党
の
本
を
教
本
と
し
て
演
説
の
稽
古
を

し
て
い
る
場
面
に
遭
遇
し
て
か
ら
で
あ
る
。
卓
は
興
亜
義
塾
の
学
生
で
、
年
は
１
８
、
１
９
歳
で
あ
る

（
１
３
回
）
。
文
子
は
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
の
部
分
を
読
み
、
す
で
に
ロ
シ
ア
虚
無
党
情
報
か
ら
し
だ
い
に

「
志
士
」
へ
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
か
ら
話
が
急
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
文
子
は
、
「
少
年
が
国

事
に
付
き
熱
心
」
（
２
１
回
）
な
人
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
「
其
の
精
神
の
活
発
な
る
を
尊
敬
」
（
２
２

回
）
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
卓
が
「
国
事
の
上
の
罪
」
（
２
１
回
）
と
し
て
栃
木
県
巡
査
丹
野
作
造
に

よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
に
及
ん
で
文
子
は
「
壮
士
」
卓
へ
の
愛
情
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
。
２
３
回
に
な
る
と

文
子
は
卓
の
こ
と
を
兄
弟
骨
肉
の
〈
不
幸
〉
と
思
い
、
語
り
手
は
そ
の
深
い
卓
へ
の
愛
情
を
「
憐
れ
な
り

け
り
」
（
２
１
回
）
と
語
る
ほ
ど
で
あ
る
。
以
後
、
文
子
は
激
化
事
件
の
国
事
犯
と
し
て
の
不
当
な
臨
時

重
罪
裁
判
を
と
も
に
闘
い
、
証
人
だ
け
で
な
く
、
弁
護
人
を
文
子
は
請
願
す
る
よ
う
に
な
る
。
文
子
と
卓

は
、
政
府
の
政
治
的
活
動
へ
の
弾
圧
、
制
限
の
状
況
を
と
も
に
戦
う
男
と
女
に
変
貌
し
て
い
く
。

卓
は
国
事
犯
と
し
て
逮
捕
、
監
禁
さ
れ
、
牢
獄
生
活
を
闘
う
こ
と
に
な
る
。
卓
は
水
戸
潮
来
地
方
の
次

男
と
い
う
設
定
で
あ
り
、
文
子
と
卓
の
親
近
性
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
卓
の
逮
捕
後
の
状
況
は
新
聞
に

て
文
子
は
知
っ
て
い
く
が
、
卓
は
爆
弾
の
実
験
嫌
疑
は
ガ
ン
と
し
て
認
め
な
か
っ
た
。
卓
は
鍛
冶
橋
監
獄

に
収
監
さ
れ
、
国
事
犯
と
し
て
裁
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
卓
は
た
だ
滝
の
近
く
で
演
説
を
し
て

い
た
だ
け
で
あ
り
、
不
当
性
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
検
事
局
の
審
理
に
よ
り
「
有
罪
」
と
さ
れ
、

卓
は
「
公
判
の
開
廷
」
に
引
き
づ
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
臨
時
重
罪
裁
判
所
で
の
公
判
が
開
始
さ
れ
、

卓
は
興
亜
義
塾
の
学
生
で
、
「
脅
赫
状
」
と
「
化
学
上
の
一
作
用
を
試
み
」
嫌
疑
で
裁
判
に
か
け
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。
公
判
当
日
、
裁
判
所
に
は
傍
聴
人
あ
ふ
れ
、
入
場
制
限
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
不
当
な

裁
判
と
民
衆
の
関
心
の
深
さ
を
語
り
手
は
暗
示
す
る
。

三
浦
卓
の
脅
赫
状
（
２
９
回
）
は
、
『
鬼
啾
啾
』
の
１
２
回
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
ロ

シ
ア
の
新
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
へ
の
公
開
状
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
諸
公
閣
下
」
宛
と
な
り
、

日
本
版
と
し
て
書
き
直
さ
れ
て
い
る
。
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

☆
人
間
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
国
家
へ
の
義
務
で
あ
る
。
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☆
諸
公
閣
下
・
・
・
「
自
由
改
進
の
気
運
」
に
逆
行
し
て
い
る

☆
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
天
下
有
志
の
士
を
処
分
」
し
人
々
を
激
昂
さ
せ
て
い
る

☆
「
一
般
人
民
の
希
図
」
は
こ
う
し
た
「
武
断
専
制
」
の
圧
政
を
改
革
す
る
こ
と
で
あ
る

☆
人
民
か
ら
離
反
し
、
人
民
を
激
昂
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
警
告
す
る

こ
の
脅
赫
状
の
読
み
上
げ
を
検
察
官
は
「
治
安
に
害
あ
り
」
の
理
由
で
傍
聴
禁
止
を
提
案
し
、
論
告
求

刑
か
ら
弁
論
へ
。
白
を
黒
と
ね
じ
曲
げ
る
の
が
法
廷
の
論
理
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
日
本
は
そ
れ
ほ

ど
ひ
ど
く
は
な
い
が
、
検
察
官
に
よ
っ
て
卓
は
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
く
様
子
を
語
り
手
は
語
る
。
夢
柳
は
、

明
治
一
九
年
三
月
、
出
版
条
例
違
反
の
罪
で
（
『
鬼
啾
啾
』
）
、
軽
禁
固
三
ヶ
月
の
刑
に
あ
い
石
川
島
監

獄
に
入
獄
し
て
お
り
、
こ
の
体
験
が
こ
の
テ
ク
ス
ト
で
は
生
か
さ
れ
て
い
る
。
前
に
も
述
べ
た
が
、
豊
前

親
子
が
卓
の
嫌
疑
は
嘘
で
あ
る
こ
と
を
証
言
す
る
が
、
し
か
し
最
終
求
刑
で
有
罪
を
主
張
。
傍
聴
人
は
、

「
悲
憤
の
念
」
（
３
１
回
）
に
か
ら
れ
る
。
思
わ
ず
文
子
が
弁
護
人
申
請
す
る
も
、
卓
は
、
こ
と
わ
り
、

「
裁
判
長
の
一
心
の
決
断
」
（
３
２
回
）
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
な
る
。

語
り
手
は
、
卓
の
反
駁
を
記
述
す
る
。

「
被
告
人
は
幾
度
も
其
の
論
告
の
不
当
を
駁
し
柳
も
天
下
有
士
の
士
が
憂
世
愛
国
の
誠
心
よ
り
我

そ

が
所
見
所
感
を
書
し
私
し
に
当
路
者
に
贈
ら
れ
ざ
る
の
道
理
あ
ら
ん
や
況
て
其
の
文
章
が
少
し
く

ま
し

過
激
に
渡
り
し
と
て
之
れ
を
目
し
て
脅
赫
な
り
威
喝
な
り
と
す
る
が
如
き
は
妄
誕
の
極
と
云
ふ
べ

し
且
つ
陰
謀
の
予
備
と
し
て
爆
弾
の
試
験
せ
し
と
は
果
し
て
如
何
な
る
証
拠
か
あ
る
恐
ら
く
は
探

偵
吏
が
其
の
職
務
の
間
暇
を
憂
ひ
戯
れ
に
構
造
作
為
し
密
訴
し
た
る
の
類
に
や
あ
ら
ん
最
も
是
れ

不
稽
な
り
」
（
３
２
回
）

語
り
手
は
２
４
回
か
ら
３
２
回
ま
で
、
徹
底
し
た
牢
獄
、
裁
判
批
判
を
展
開
し
て
い
る
が
、
卓
も
ま
た

専
制
政
府
の
弾
圧
、
自
由
民
権
運
動
へ
の
不
当
な
弾
圧
に
強
く
抗
議
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
人
身
保
護

律
」
の
な
き
明
治
の
法
制
化
で
の
重
大
な
事
件
の
当
事
者
と
し
て
毅
然
と
し
て
卓
は
戦
っ
て
い
る
。

学
生
三
浦
卓
は
、
専
制
政
府
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
「
青
年
壮
士
」
で
あ
り
、
日
光
の
滝
の
ほ

と
り
で
の
演
説
場
面
を
も
っ
て
激
化
事
件
の
容
疑
者
と
し
て
推
認
、
逮
捕
さ
れ
、
や
が
て
臨
時
重
罪
裁
判

所
で
「
国
事
犯
」
と
し
て
裁
か
れ
た
。
た
だ
、
こ
の
青
年
壮
士
三
浦

卓

は
、
少
女
と
そ
の
義
父
の
華
族
児

た
か
し

島
豊
前
の
証
言
に
よ
り
「
無
罪
放
免
」
（
３
４
回
）
に
な
る
。
そ
の
後
、
二
人
は
、
義
父
の
遺
志
に
も
と

づ
き
結
婚
す
る
が
、
二
人
は
、
な
ぜ
か
日
本
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
る
。

『
芒
の
一
と
叢
』
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
激
化
事
件
の
頻
発
す
る
明
治
十
七
年
か
ら
語
り
始

め
ら
れ
る
物
語
で
あ
る
。
こ
の
年
の
七
月
、
周
知
の
如
く
、
華
族
令
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
令
に

よ
り
、
従
来
の
華
族
に
加
え
て
、
国
家
に
勲
功
の
あ
っ
た
と
さ
れ
る
政
治
家
、
軍
人
、
官
吏
、
実
業
家
な

ど
が
新
た
に
華
族
の
列
に
加
え
ら
れ
た
。
文
子
の
義
父
児
島
豊
前
は
薩
長
と
も
関
わ
り
、
後
、
明
治
政
府

に
も
関
与
し
て
そ
の
功
績
か
ら
華
族
と
な
っ
た
人
物
で
、
だ
い
た
い
こ
の
時
期
に
爵
位
も
与
え
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
、
華
族
令
の
制
定
に
は
伊
藤
博
文
ら
の
功
績
が
大
き
い
と
さ
れ
る
が
、
伊
藤
ら
に
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は
、
国
会
開
設
を
控
え
て
、
華
族
を
貴
族
院
議
員
と
す
る
政
治
的
な
思
惑
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
勲
功
新

華
族
の
創
設
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
政
治
的
思
惑
を
視
野
に
入
れ
る
時
、
華
族
の
娘
と
「
青
年
壮
士
」
と

の
恋
物
語
は
、
単
純
な
空
想
小
説
で
は
な
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
激
化
事
件
か
ら
自

由
民
権
運
動
の
挫
折
、
新
し
い
明
治
の
大
日
本
帝
国
憲
法
と
い
う
大
き
な
国
家
の
物
語
を
視
野
に
い
れ
る

時
、
『
芒
の
一
と
叢
』
は
そ
う
単
純
な
恋
物
語
で
は
な
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
二
人
は
、
義

父
の
児
島
豊
前
な
き
後
、
「
財
産
さ
へ
裕
か
な
る
よ
り
終
に
卓
と
相
携
へ
て
海
外
の
遊
び
を
試
み
仏
国
巴

里
に
在
留
す
る
」
（
３
４
回
）
こ
と
と
な
り
、
「
共
産
党
虚
無
党
な
ど
の
仲
間
に
入
り
」
（
同
）
、
「
欧
米

い
づ
れ
の
国
て
も
若
し
抑
圧
の
制
度
を
施
し
人
民
の
自
由
権
利
を
蹂
躙
す
る
政
事
家
あ
ら
ば
片
つ
端
よ
り

除
き
去
ら
ん
」
（
同
）
と
計
画
、
さ
し
あ
た
り
「
露
西
亜
に
赴
む
き
」
あ
る
「
高
等
官
」
を
「
暗
殺
」
す

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
寵
臣
」
の
名
前
が
「
ハ
ク
ブ
ノ
ッ
プ
」
す
な
わ
ち
伊
藤
博
文
を
暗
示
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
か
ら
、
『
芒
の
一
と
叢
』
の
物
語
は
、
荒
唐
無
稽
な
小
説
の
装
い
を
し
な
が
ら
、
実
は
、
相

当
戦
術
的
に
練
ら
れ
た
物
語
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

卓
・
文
子
が
海
外
留
学
し
、
「
共
産
党
虚
無
党
な
ど
の
仲
間
に
入
り
」
込
む
こ
と
で
、
彼
ら
が
、
伊
藤

ら
の
セ
ッ
ト
す
る
華
族
す
な
わ
ち
貴
族
議
員
の
路
と
は
切
れ
て
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

い
わ
ば
、
結
果
論
的
に
言
っ
て
も
、
二
人
が
貴
族
＝
「
裕
か
な
」
華
族
の
路
を
捨
て
て
、
「
自
由
平
等
」

を
第
一
義
の
価
値
と
し
て
選
び
取
っ
た
人
生
を
生
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
も
、
こ
の
時

期
の
人
生
の
選
択
と
し
て
画
期
的
な
出
来
事
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
天
方
伯
の
甘
言
に
の
っ
て
愛
す
る
エ

リ
ス
を
捨
て
て
の
こ
の
こ
と
国
家
の
〈
内
〉
へ
と
戻
っ
て
く
る
「
舞
姫
」
の
太
田
豊
太
郎
の
人
生
の
選
択

と
比
較
す
れ
ば
そ
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
立
身
出
世
で
き
な
い
た
め
お
勢
と
の
恋
い
に
失

敗
し
一
種
の
引
き
こ
も
り
に
は
い
る
四
迷
「
浮
雲
」
の
内
海
文
三
と
較
べ
て
み
る
と
よ
い
。
し
か
も
、
話

は
そ
こ
で
終
わ
ら
ず
に
、
子
ど
も
の

秀

も
両
親
の
遺
志
を
受
け
て
「
自
由
平
等
の
一
大
通
義
を
全
世
界
に

ひ
い
ず

登
場
せ
ん
」
と
し
て
活
躍
し
、
ま
た
「
永
く
自
由
の
紀
念
」
と
し
て
の
父
母
の
墓
碑
を
建
て
、
そ
こ
に

「
そ
の
人
は
亡
ぶ
る
も
自
由
は
之
と
共
に
朽
ち
ず
、
残
る
芒
の
一
と
叢
に
も
千
万
無
量
の
妙
趣
あ
り
、
月

白
く
風
清
き
は
古
今
の
志
士
の
歴
史
な
る
べ
し
」
と
書
き
記
し
た
の
で
あ
っ
た
。
卓
と
文
子
は
、
明
治
の

激
化
事
件
か
ら
憲
法
制
定
の
時
間
を
生
き
た
だ
け
で
な
く
、
息
子
の
秀
は
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
書
か
れ
た

明
治
二
十
一
年
を
は
る
か
に
超
え
た
未
来
の
中
を
生
き
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
荒
唐
無
稽
な
小
説
は

一
種
の
未
来
小
説
の
相
貌
を
示
し
て
い
る
。

一
体
、
夢
柳
は
、
自
由
民
権
と
ロ
シ
ア
皇
帝
へ
の
革
命
闘
争
と
を
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
さ
せ
、
国
家
を
超

え
た
〈
自
由
・
平
等
〉
の
社
会
建
設
へ
の
限
り
な
き
情
念
を
持
続
す
る
三
浦
父
子
の
物
語
（
「
寵
臣
」

「
ハ
ク
ブ
ノ
ッ
プ
」
す
な
わ
ち
伊
藤
博
文
の
暗
殺
）
を
語
る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
伊
藤
ら
に
よ
っ
て
セ
ッ

ト
さ
れ
た
「
武
断
専
制
」
の
近
代
日
本
の
国
家
コ
ー
ス
に
対
し
て
い
わ
ば
半
永
久
的
な
、
抵
抗
と
決
別
の

意
志
、
〈
否
〉
の
姿
勢
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
そ
こ
に
は
武
田
耕
雲
斎
以
来
の
権
力

ノ

ン

に
対
す
る
「
志
士
」
の
怒
り
・
怨
念
が
〈
芒
の
一
と
叢
〉
の
歴
史
、
伝
統
と
し
て
込
め
ら
れ
て
い
た
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
『
芒
の
一
と
叢
』
は
、
変
節
す
る
〈
帝
国
日
本
へ
の
黙
示
録
〉
で
あ
っ
た
と
も
読
み
取

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

れ
る
の
で
あ
る
。
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【
四
】
『
芒
の
一
と
叢
』
が
提
起
し
て
い
る
も
の

夢
柳
の
『
芒
の
一
と
叢
』
先
行
研
究
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
文
子
の
女
性
像
を
め
ぐ
っ
て
は
高
い
評
価

が
な
さ
れ
て
い
た
。
も
と
も
と
、
夢
柳
に
は
、
才
子
佳
人
小
説
の
意
識
が
濃
厚
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
拙
稿
「
宮
崎
夢
柳
論
」
（
前
出
）
の
中
で
既
に
述
べ
た
の
で
割
愛
し
た
い
が
、
『
鬼
啾
啾
』
の

〈
ブ
ラ
ン
ト
ネ
ル
ー
ソ
ヒ
ヤ
〉
、
『
冤
枉
の
鞭
苔
』
の
〈
ボ
ゴ
ン
ボ
フ
ー
ザ
ス
リ
ッ
チ
〉
、
『
憂
世
乃
涕

涙
』
の
〈
メ
ル
リ
ー
ノ
ー
ア
リ
ス
〉
ま
た
は
〈
ス
タ
ン
ス
ロ
ー
ー
ベ
ラ
〉
、
『
鮮
血
の
花
』
の
〈
ギ
ル
ベ

ル
ト
ー
ア
ン
ド
レ
ー
〉
と
い
う
よ
う
に
才
子
佳
人
の
構
図
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
作
家
で
あ
っ
た
。

『
芒
の
一
と
叢
』
で
も
〈
卓
ー
文
子
〉
と
い
う
才
子
佳
人
的
構
図
が
あ
り
、
『
鬼
啾
啾
』
に
お
け
る
〈
ブ

ラ
ン
ト
ネ
ル
ー
ソ
ヒ
ヤ
〉
の
構
図
の
日
本
版
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
鬼
啾
啾
』
で
は
才
子
の
ブ
ラ
ン
ト
ネ

ル
は
一
種
の
傀
儡
性
を
お
び
て
い
て
脆
弱
な
の
に
対
し
て
、
『
芒
の
一
と
叢
』
の
三
浦
卓
は
激
化
事
件
の

被
疑
者
と
し
て
獄
中
、
裁
判
闘
争
を
か
な
り
主
体
性
を
も
っ
て
闘
っ
て
い
る
。
卓
の
藩
閥
政
府
批
判
の
根

拠
が
ロ
シ
ア
皇
帝
を
批
判
す
る
『
地
下
ロ
シ
ア
』
注
４

に
負
っ
て
い
て
微
妙
な
落
差
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
こ
は
余
り
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
危
う
さ
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
興
亜
義
塾
の
「
青

年
壮
士
」
と
し
て
〈
獄
〉
の
中
を
生
き
、
戦
い
、
そ
し
て
「
無
罪
放
免
」
（
３
４
回
）
を
勝
ち
取
っ
て
い

る
。
そ
の
限
り
で
、
『
芒
の
一
と
叢
』
は
、
『
鬼
啾
啾
』
の
才
子
佳
人
小
説
の
構
図
を
は
る
か
に
超
え
て

い
る
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
芒
の
一
と
叢
』
は
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
才
子
＝
男
、
佳
人
＝
女
と
い
う
単
純
な
構
図

で
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
二
人
の
〈
愛
〉
は
、
「
自
由
」
「
平
等
」
の
〈
理
念
〉
の
共
有
を
ベ

ー
ス
と
し
て
い
て
い
る
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
二
人
の
〈
愛
〉
の
前
提
と
し
て
ま
ず
、
〈
男
〉
と

〈
女
〉
の
対
等
性
、
平
等
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
「
舞
姫
」
に
も
「
浮
雲
」
に
も
〈
愛
〉
は
存
在
す
る
が
、
こ
の
場
合
の
〈
愛
〉
は
〈
立
身

出
世
〉
と
の
対
立
価
値
と
し
て
意
識
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
相
互
の
「
自
由
」
「
平
等
」
の
〈
理
念
〉
を

前
提
と
し
た
〈
男
〉
と
〈
女
〉
の
対
等
性
、
平
等
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
わ
か
り
や
す

く
言
え
ば
、
太
田
豊
太
郎
も
内
海
文
三
も
、
自
分
が
ま
ず
〈
女
〉
と
の
人
格
的
、
人
間
的
対
等
性
、
平
等

性
を
担
保
し
て
い
る
か
否
か
で
悩
む
こ
と
は
な
く
、
か
な
り
保
守
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

太
田
は
〈
男
〉
と
し
て
〈
女
〉
＝
エ
リ
ス
を
救
う
関
係
に
あ
り
、
エ
リ
ス
は
〈
女
〉
と
し
て
〈
男
〉
＝

太
田
に
救
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
関
係
に
あ
る
。
こ
の
救
う
・
救
わ
れ
る
関
係
は
し
ま
い
に
は
相
互
的

で
あ
る
に
し
て
も
、
利
害
的
な
〈
す
る
ー
さ
れ
る
〉
関
係
性
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
。
利
害
を
超
え
た

〈
人
〉
と
〈
人
〉
と
の
信
頼
・
尊
敬
関
係
が
こ
の
男
女
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
が
見
え
な
い
の
だ
。

こ
れ
は
、
内
海
文
三
と
お
勢
に
も
言
え
て
、
二
人
は
愛
し
あ
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
二
人
に
は
〈
人
〉
と

〈
人
〉
と
の
信
頼
・
尊
敬
関
係
に
お
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
不
分
明
な
の
だ
。
手
短
に
言
え
ば
、
利

害
を
超
え
た
〈
人
〉
と
〈
人
〉
と
の
信
頼
・
尊
敬
関
係
が
ベ
ー
ス
に
な
い
か
ら
状
況
（
立
身
出
世
）
に
揺

さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
太
田
が
ド
イ
ツ
で
の
エ
リ
ス
と
の
結
婚
へ
と
飛
躍
で
き
な
か
っ
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た
の
は
、
彼
が
一
国
主
義
的
な
上
昇
＝
価
値
、
幸
せ
、
い
き
が
い
と
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
価
値
観

に
拘
束
さ
れ
て
い
た
か
ら
と
言
え
る
が
、
も
っ
と
根
底
的
に
は
、
利
害
を
超
え
た
〈
人
〉
と
〈
人
〉
と
の

信
頼
・
尊
敬
関
係
の
有
無
に
か
か
っ
て
い
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。
注
５

そ
れ
に
し
て
も
、
人
々
は
い
つ
頃
か
ら
、
〈
自
由
〉
〈
平
等
〉
と
い
う
理
念
や

〈
誠
実
〉
〈
真
面

目
〉
と
い
っ
た
徳
目
を
う
ち
捨
て
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
目
先
の
欲
得
に
縛
ら
れ
生

き
始
め
る
の
は
、
実
は
大
日
本
帝
国
憲
法
体
制
確
立
以
後
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
日
本
と
い
う

国
民
国
家
が
形
成
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
、
こ
の
時
点
で
、
明
治
の
初
期
の
人
々
は
、
〈
自
由
・
平
等
〉
の

理
念
や
〈
誠
実
〉
〈
真
面
目
〉
と
い
っ
た
徳
目
こ
そ
第
一
義
だ
と
い
う
当
た
り
前
の
人
生
の
前
提
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
自
由
民
権
運
動
の
挫
折
と
屈
折
に
よ
っ
て
人
々
は
〈
自
由
・
平
等
〉
と
い

っ
た
理
念
に
も
は
や
何
の
幻
想
も
も
た
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
資
本

主
義
の
粗
野
な
発
展
に
よ
っ
て
人
々
は
〈
誠
実
〉
や
〈
真
面
目
〉
と
い
っ
た
徳
目
さ
え
信
じ
ら
れ
な
く
な

っ
た
。
こ
の
理
念
喪
失
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
大
日
本
帝
国
憲
法
が
機
能
し
、
さ
ら
に
、
〈
誠
実
〉
や

〈
真
面
目
〉
と
い
っ
た
徳
目
の
喪
失
に
対
し
て
立
身
出
世
と
い
う
新
し
い
徳
目
（
？
）
が
補
完
す
る
こ
と

．
．
．
．
．

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
人
々
は
、
目
先
の
、
見
え
る
も
の
、
利
得
に
価
値
を
お
き
、
動
き
始
め
た
の

で
あ
る
。
そ
の
象
徴
的
な
タ
ー
ム
が
、
〈
立
身
出
世
と
愛
〉
で
あ
っ
た
。

坪
内
逍
遥
の
「
小
説
神
髄
」
後
の
決
定
的
な
文
学
史
的
事
件
と
は
、
人
情
と
か
愛
と
い
っ
た
欲
望
が
重

要
視
さ
れ
、
理
念
と
か
徳
目
が
嫌
悪
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
、
自
由
民
権
の
挫
折
に
よ

る
理
念
へ
の
嫌
悪
、
資
本
主
義
の
粗
野
な
発
展
に
よ
る
〈
誠
実
〉
〈
真
面
目
〉
と
い
っ
た
徳
目
へ
の
嫌
悪

が
そ
こ
に
あ
り
、
逆
に
現
実
と
か
、
目
に
見
え
る
も
の
へ
の
信
仰
へ
と
人
々
は
大
き
く
動
き
始
め
た
の
で

．
．

．
．
．
．
．
．
．

あ
る
。
明
治
十
年
代
に
は
か
ろ
う
じ
て
保
た
れ
て
い
た
〈
自
由
〉
と
か
〈
平
等
〉
と
か
の
理
念
と
の
関
連

で
自
己
の
〈
幸
福
〉
と
か
〈
主
体
〉
の
問
題
を
考
え
る
伝
統
は
、
観
念
的
、
勧
善
懲
悪
的
と
い
う
名
の
下

に
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
絵
に
描
い
た
よ
う
な
《
自
由
民
権
の
記
憶
の
消
去
》
で
あ

っ
た
。
も
は
や
、
文
学
は
、
国
家
の
暴
力
を
見
据
え
て
何
か
を
語
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
意
図
的
に
避

け
た
と
こ
ろ
か
ら
物
語
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
専
門
学
校
生
三
浦
卓
が
政
治
へ
の
情
熱
を
駆
り
立

て
た
時
代
は
終
焉
し
、
か
わ
っ
て
や
っ
て
き
た
の
は
、
理
念
へ
の
嫌
悪
で
あ
り
、
人
々
は
、
世
界
、
外
部
、

政
治
を
問
う
こ
と
を
や
め
て
、
自
己
の
弱
さ
を
臆
面
も
な
く
語
る
う
じ
う
じ
し
た
〈
立
身
出
世
と
愛
〉
の

物
語
を
増
産
し
は
じ
め
た
の
で
あ
っ
た
。

「
浮
雲
」
「
舞
姫
」
の
中
に
『
芒
の
一
と
叢
』
を
置
い
て
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
近
代
文
学
と
い
っ
て
き

た
も
の
の
〈
陰
〉
が
見
え
て
く
る
。
『
芒
の
一
と
叢
』
ら
の
テ
ク
ス
ト
を
通
し
て
見
え
て
き
た
の
は
、
少

な
く
と
も
、
自
由
民
権
運
動
の
時
代
の
日
本
人
は
、
立
身
出
世
と
か
上
昇
と
か
裕
福
に
な
る
と
か
と
い
う

こ
と
が
行
為
決
定
の
基
準
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
三
浦
卓
や
文
子
は
、
華
族
の
特

権
を
捨
て
て
、
西
欧
で
〈
自
由
、
平
等
〉
の
戦
士
（
志
士
）
と
し
て
そ
の
後
の
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く

の
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
そ
れ
を
実
践
で
き
た
の
は
裕
福
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
根
っ
こ
の
と
こ
ろ
で
、
〈
自
由
〉
〈
平
等
〉
の
理
念
や
〈
誠
実
〉
〈
真
面
目
〉
と
い
っ
た
徳

目
に
強
く
呪
縛
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
に
呪
縛
さ
れ
て
い
た
近
代
の
は
じ
め
の
二
十
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年
間
が
豊
か
で
、
そ
の
後
の
百
二
十
年
は
〈
失
わ
れ
た
近
代
〉
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
考
え
る
と
忸
怩
た

る
思
い
が
す
る
。

唐
突
だ
が
、
私
は
、
こ
れ
ま
で
、
近
代
の
日
本
お
よ
び
日
本
人
は
、
他
者
を
喪
失
し
た
一
国
主
義
的
な

上
昇
＝
価
値
、
幸
せ
、
い
き
が
い
と
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
価
値
観
か
ら
世
界
、
自
然
、
宇
宙
を
眺

め
、
思
考
し
て
き
た
と
こ
と
あ
る
ご
と
に
力
説
し
て
き
た
。
注
６

し
か
し
、
『
芒
の
一
と
叢
』
の
読
み

を
通
し
て
見
え
て
き
た
の
は
、
国
民
国
家
成
立
以
前
、
わ
れ
わ
れ
は
も
う
少
し
豊
か
で
過
剰
な
も
の
に
取

り
巻
か
れ
て
生
き
て
い
た
と
い
う
事
実
の
発
見
で
あ
っ
た
。
〈
立
身
出
世
と
愛
〉
と
い
う
観
念
や
枠
組
み

も
、
近
代
的
自
我
と
い
う
タ
ー
ム
も
一
旦
解
体
し
、
も
う
少
し
近
代
の
は
じ
め
の
二
十
年
の
諸
テ
ク
ス
ト

を
愚
直
に
読
む
こ
と
で
そ
こ
に
あ
っ
た
可
能
性
を
一
つ
一
つ
拾
い
出
し
て
み
る
必
要
性
が
あ
り
そ
う
で
あ

る
。

注
１

柳
田
泉
「
宮
崎
夢
柳
と
そ
の
政
治
小
説
」
（
『
政
治
小
説
研
究
上
』
春
秋
社
、
昭
４
２
．
８

）
参
照

注
２

『
天
皇
と
近
代
日
本
精
神
史
』
（
三
一
書
房

昭
６
４
．
７
）
所
収

注
３

拙
論
の
段
階
で
は
〈
怨
念
の
想
像
力
〉
ま
で
は
言
え
た
が
、
そ
れ
以
上
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
言

及
で
き
な
か
っ
た
。

注
４

佐
野
努
訳

昭
４
５
・
５

三
一
書
房

夢
柳
が
手
に
入
れ
た
原
書
は
、
明
治
十
五
年
三
月

ロ

ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
「
魯
国
虚
無
党
秘
聞
録
」
は
こ
の
ロ
ン
ド
ン
版
を
も
と
に
訳
し

て
い
る
。

注
５

拙
論
「
〈
嘆
き
〉
の
政
治
学
ー
ー
「
舞
姫
」
論
」
（

『
文
学
の
中
の
他
者
ー
ー
共
存
の
深
み
へ
』

菁
柿
堂

平
１
０
・
９
所
収
）
の
中
で
テ
ク
ス
ト
分
析
は
行
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
こ
ま
か
な

論
証
作
業
は
枚
数
の
関
係
で
省
い
た
。

注
６

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
試
想
の
会
編
『
試
想
』
１
～
７
号
の
拙
論
で
展
開
し
て
い
る
の
で
省
き
た

い
。

付
記

本
稿
は
、
日
文
協
近
代
部
会
夏
期
合
宿
（
平
成
二
十
二
年
八
月
十
六
日
）
報
告
し
た
も
の
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

■
本
論
文
は
、
『
近
代
文
学
研
究

第
２
９
号
』(

２
０
１
２
年
４
月

日
文
協
近
代
部
会
編)

掲
載
、
注

一
部
変
更
。


